
，
文
學
士
高
山
岩
男

1と

薬血
砂宗
愈芭
巻
架
鼎
虜
裏
的

蕪
棄
1

性　燈
　　　　漿

　　　　騰

文

學

士

高

坂

正

顯

文
撃
陣
漂

蕩一
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ノ

元
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京
都
哲
學
會
規
鮒

第
乙
絡
…
　
本
命
師
ヲ
京
都
折
開
學
倉
ト
稀
…
ス

第
二
際
　
本
會
ハ
廣
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
ヲ
以
テ
訂
的
ト
ス

第
三
條
　
本
四
ハ
前
條
ノ
日
的
ヲ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
銀
業
ヲ
行
フ

　
　
ニ
毎
遡
一
圃
研
究
倉
ヲ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
公
開
講
演
倉
ヲ
開
ク

　
　
『
毎
月
一
画
暫
學
砺
究
ヲ
一
行
ス

策
四
條
本
四
事
務
班
ヲ
京
都
帝
醐
大
學
丈
學
部
内
二
羅
ク

第
五
條
　
本
會
ノ
事
業
ヲ
経
警
ス
ル
満
点
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
羅
〃

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
學
郡
哲
雛
科
教
宮
及
委
員
會
二

　
　
　
於
テ
…
雄
薦
シ
タ
ル
潜
ヲ
以
テ
之
二
充
ソ

　
　
…
、
艶
禎
期
翻
（
｝
名
）
釆
次
醤
隅
奇
昌
二
於
テ
鵬
凋
託
ス

第
六
條
　
本
愈
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
網
船
何
人
ニ
チ
モ
會
員
．
タ
レ
づ
ト
ヲ
得

　
學
校
、
岡
書
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
醐
艘
ハ
北
ハ
姻
機
ノ
名
ヲ
以
テ
入
愈
ス

　
ル
コ
養
ヲ
昇

　
　
　
　
ぞ

第
七
隆
　
・
曾
員
〔
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
囚
闘
囚
拾
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
會
鎖
ハ
網
倉
ノ
諸
種
ノ
談
合
二
出
席
ス
ル
コ
レ
ヲ
得
、
窺
ソ
雑
誌

　
『
暫
學
研
究
』
ノ
配
付
ソ
受
ク

第
九
條
　
木
會
規
則
ノ
改
箆
墾
更
ハ
委
員
愈
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

文
攣
博
士

文
學
八

丈
學
樽
士

文
學
士

文
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
二

丈
烈
士

丈
學
．
搏
士

文
學
博
ま

丈
學
三
士

丈
學
ま

文
學
博
士

丈
護
国
士
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@
京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

奉
る
十
・
一
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
牛
よ
り
京
都
帝
國
大
冊
法
學
部
第
四
教
室
に
於

て
左
記
の
如
く
公
開
講
演
會
を
開
催
致
し
ま
す
　
　
　
　
　
、
　
　
　
も

　
　
　
宗
教
と
そ
の
歴
史
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
助
教
授
文
學
士
　
西
　
　
谷
　
　
啓
　
　
治
　
　
君

　
　
　
感
情
　
に
　
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
京
王
尊
大
學
欝
軽
士
島
　
芳
夫
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
霞
蚕
文
學
部
内
京
都
哲
。
學
會

曳
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ノ

シ
ヤ
ン
・
戸
カ
ジ
瓢
ウ
イ
ツ
ヅ
『
多
識
命
題
・
計
算
學
に
就
・
て
」

文
學
ま
近
藤
洋
逸
澤

次闘號前

歴
史
に
於
け
る
辛
子
的
と
産
出
的

霧
轡

：
文
學
士
由
良
哲

次

論
理
の
斑
會
存
在
論
的
構
造

文
學
博
士

紅L墨

邊

元



一
∈
…
一
i
一
…
ト
ー
ー

一

一
　
一
會
告

潮
脚
骨
｝
聯
汁
司
騰
磁
朋
獅
嗣
納
彿
第
二
百
四
十
八
號
簿
咋
∴
鰹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
身
文
學
郡
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
輯
看
　
　
京
都
哲
學
會

不
詐
複
製

禁
輔
載

註
文
規
定

登
行
所
出
瀾
嚇
締
鯨
目

ξ
班
…
一
…
一
蛭
」
…
霜
ー
ー
ー
償
、
晶
、
謝
，
一
…
一
瑚

一
　
　
　
　
　
柵
～
金
　
鮒
　
拾
　
銭
へ
金
　
　
萱
　
　
銭
　
　
　
　
　
E
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
1

蹴
舗
職
繍
洞
識
聾
臥
内
外
濃
鰻
奪
　
　
　
　
（
東
京
）
　
一
文
館
　
東
京
堂
　
東
海
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
隆
館
　
上
田
屋
壷
仁
所
（
大
阪
）
　
寳
文
館
　
盛
文
館
　
墾
文
就
　
　
　
　
（
戸
）
　
寳
文
臣
　
川
瀬
書
店
　
　
　
　
（
京
都
）
　
大
文
舐
　
大
盛
批

轟ハ
@
　
　
　
　
鼎
梛
　
（
四
界
金
）
　
〔
金
戴
　
団
　
圃
門
拾
　
銭
　
｛
不
　
　
　
　
山
Ψ
　
　
　
　
受
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
」

十
　
二
　
瀧
へ
陰
金
）
「
金
四
闘
八
拾
銭
｛
不
　
　
　
申
　
　
　
受
　
　
　
　
｝
　
一
　
一
〔
し
…
　
　
　
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
…

廣
告
斜
丁
日
金
参
拾
闘
　
雫
頁
最
扱
不
申

一



新
．繍

鰯
・

雀
丁
¶

芳

夫
著

イヨ
西
哲
叢

書

　各

　コ照績
口六一
タクニ
　ロごエ
イス○ご
約

絡え撃

『．魂

宦c
葉聾脳

一’

　
ル
ソ
ー
の
作
品
の
特
色
ほ
己
れ
か
語
ろ
作
品
で
あ
り
、
彼
の
生
活
と
轡
接
に
結
舎
し
て
み
ろ
黙
に
厩
ろ
。
其
故
彼
の
作
晶
の
理

解
ほ
彼
の
生
活
葎
知
ら
す
し
て
ほ
完
全
六
り
得
な
い
。
だ
が
彼
の
生
活
ほ
輩
に
作
品
な
撫
む
背
景
以
上
の
重
大
な
意
味
か
持
っ
て

る
ろ
。
彼
の
生
漬
自
雛
が
彼
の
告
白
及
び
鎮
三
者
の
記
蓮
為
通
じ
て
作
晶
に
な
つ
六
の
だ
Q
彼
の
大
衆
的
機
甲
の
…
の
原
口
ほ
、

彼
の
異
常
な
生
活
に
勤
す
ろ
猿
奇
的
興
昧
に
あ
る
と
思
ほ
れ
る
が
、
併
し
作
品
と
し
て
の
彼
の
生
滑
の
意
義
ぽ
、
肉
的
璽
的
に
鎗

り
に
強
い
感
受
性
葎
持
つ
力
人
魂
の
魂
の
受
難
史
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
樹
的
な
溺
さ
と
美
し
さ
と
た
典
に
具
へ
傷
悲
劇
的
な
魂

の
、
不
晦
と
萢
遍
羅
逓
じ
て
の
白
己
鍛
錬
穴
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
。
哲
導
者
か
ら
人
血
の
問
題
に
就
て
の
反
省
と
暗
示
と
な
期
待
す

る
人
々
ほ
、
蕾
然
ル
ソ
ー
の
鷹
活
な
彼
の
作
品
と
典
に
知
ら
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
鷹
涯
ほ
生
れ
出
づ
ろ
襟
み
な
負
ほ
さ
れ
ぬ
近
代

人
の
複
雑
な
心
理
の
赤
裸
々
な
文
書
で
あ
ろ
。
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